
※プログラム調整等により、時間に変更が生じることがありますのでご了承ください。

※実際に腹膜透析を行っている施設に勤務しており、基礎コース修了後半年程度臨床に

携わった医師、もしくは5年以上の腹膜透析の臨床経験を有する医師を対象とします。

症例検討においてはより多角的に学びを深め、プログラムの質の向上を図ります。

※パソコンと電源コードの持参が必要です。また当日は、検温等各自で体調チェックの上ご

来学いただきますようご理解とご協力をお願いします。

なお、学内・自治体等の規定や要請に従い、現地開催を急遽取り止め全面オンライン開

催とする可能性があります。その際には速やかにご連絡します。

詳細についてはホームページでも紹介しております。ご覧ください。

⇒ https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kidney/system/D2-2bsjnu-adbans.html

※会場内で適切な間隔を確保できる上限に設定しています。

お問い合わせ 【BSJNU事務局】
E-mail：nagoya2-pd@med.nagoya-u.ac.jp
TEL/FAX：052-744-2205 X：@bsjnupd

check

※右下のQRコードを読み取りWEBへアクセスいただくと登録フォームが開きます。必要事項を

ご入力の上送信してください。事務局で確認後、5営業日以内にご登録のメールアドレスへ

正式な申込書（エクセルファイル）をお送りします。

なお、QRコードの利用が困難な場合やご不明な点については、下記問い合わせ先までメール

もしくは電話等で直接ご連絡をお願いします。（土日祝、12/29-1/3は休業）



《講義》

〇総論：up to date

〇各論：高齢者のPD治療をいかにして行うか

〇各論：EPSの予防・診断・治療

〇各論：カテーテルトラブルの対処と治療

〇各論：導入期・維持期の管理

〇各論：出口部感染・腹膜炎の予防と治療

〇各論：病理からみた腹膜障害とその対策

《症例検討》

◆各施設でお悩みの症例のディスカッション

受講される皆様から、検討したい症例の概要を予めご提出いただきま

す。当日はパワーポイントにて発表いただき、その問題解決に向け、講

師も含めた参加者全体で積極的に意見交換します。


